
て
ん
菜
反
収
・
糖
収
量

町
内
ト
ッ
プ
！

2021
4月

No.535

下鹿追　大上俊行さん
てん菜育苗ハウス

・にんじん……１／２本
・ほうれん草………１株
・大葉………………３枚
・豚バラ肉…………２枚
・たくあん…細切り２本
・ごはん…茶わん１杯分

・しょう油………適量
・ごま油…………適量
・塩………………適量
・焼き肉のたれ…適量
・焼きのり…全形１枚
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令
和
３
年
３
月
25
日

①にんじんを千切りにしてごま油でしんなりする
まで炒める。

②ほうれん草を塩ゆでして水を切り、しょう油、
ごま油で味を調える。

③豚肉をフライパンで焼き、焼き肉のたれで味つ
けをする。

④ごはん１杯分をごま油少々塩少々で味つけをする。
⑤のりにごはんを敷き、具材をならべて巻いていく。

作り方

韓国風のり巻き

エーコープ
焼肉のたれ（甘口・中辛・辛口）
　　　　内容量：400g

材　料 （のり巻き１本分の量です）

商品の特長　フルーツをブレンドしたマイルドな味わ
いの甘口、フルーツとスパイスをたくみにブレンドし
た中辛、ピリッと辛味のスパイスをきかせた辛口の３
種類があります。
焼き上がった肉・野菜等につけても、また、たれをか
らめて焼いてもおいしくお召し上がり頂けます。

幌内　加藤 二美子さん

南瓜幕　山中　唯
い ち か

千夏ちゃん

パパ 康司さん　ママ 歩さん

︻
生
年
月
日
︼

　

令
和
元
年
６
月
16
日

︻
年
齢
︼

　

１
歳
９
ヵ
月

︻
名
前
の
由
来
︼

　

人
と
人
と
の
繋
が
り
、
可
能

性
が
数
多
に
広
が
る

︻
初
め
て
話
し
た
言
葉
︼

　

は
や
く

︻
好
き
な
遊
び
︼

　

お
絵
書
き
、ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

か
く
れ
ん
ぼ
、
い
な
い
い
な
い

ば
あ
、
か
け
っ
こ
、
高
い
所
か

ら
ジ
ャ
ン
プ
、
粘
土

︻
好
き
な
食
べ
物
︼

　

パ
ン
、
バ
ナ
ナ
、
ウ
イ
ン
ナ
ー

︻
特
技
︼

　

決
め
ポ
ー
ズ
、
ダ
ン
ス

︻
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
︼

　

笑
顔
、
変
顔
、
く
せ
毛
（
天

然
パ
ー
マ
）

︻
笑
い
の
ツ
ボ
︼

　

く
し
ゃ
み
、
激
し
い
動
き

︻
成
長
を
感
じ
た
瞬
間
︼

　

バ
イ
バ
イ
、
ど
う
ぞ
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

︻
パ
パ
マ
マ
か
ら
一
言
︼

　

い
つ
も
笑
顔
と
元
気
を
あ
り

が
と
う

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥
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　てん菜反収・糖収量町内トップ！
下鹿追　大上 俊行さん

　

３
月
上
旬
か
ら
町
内
で
て
ん
菜
の
ビ
ー
ト
ポ
ッ

ト
作
り
が
開
始
さ
れ
、
４
月
下
旬
の
植
付
に
向
け

て
育
苗
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
て
ん
菜
で
反

収
・
糖
収
量
に
お
い
て
町
内
ト
ッ
プ
の
成
績
を
収

め
ら
れ
た
下
鹿
追
地
区
の
大
上
俊
行
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

「
昨
年
は
春
先
の
低
温
や
旱
魃
等
、
非
常
に
厳

し
い
気
象
条
件
の
中
、
て
ん
菜
は
順
調
に
生
育
し
、

収
量
を
確
保
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。」

　

「
今
年
は
２
月
中
旬
に
強
風
、
３
月
上
旬
に
は

大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
春
作
業
の
遅
れ
を
心
配
し
ま

し
た
が
、
雪
融
け
が
順
調
に
進
み
ポ
ッ
ト
作
業
を

行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。」

　

「
こ
れ
か
ら
植
付
作
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
基

本
技
術
を
し
っ
か
り
取
組
み
、
高
収
量
・
高
品
質

を
目
標
に
家
族
が
安
全
で
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う

な
楽
し
い
農
業
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。」

と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

大上俊行さん

各
種
作
業
免
許
の

出
張
技
能
講
習
を
実
施

～
危
険
予
測
能
力
や
安
全
意
識
の
向
上
を
図
る
～

　

３
月
11
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
車
両
系
建
設
機

械
、
玉
掛
け
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
作
業
免
許
出
張
技
能
講
習(

講
師

：

一
般
社
団
法
人
北
海
道
林
業
機
械
化
協
会)

が
開

催
さ
れ
、
延
べ
25
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
を
会
場
に
し
た
出
張
技
能
講
習
は
農
業
機

械
等
を
使
用
し
た
作
業
に
お
け
る
危
険
予
測
能
力

や
安
全
意
識
の
向
上
を
図
り
、
悲
惨
な
事
故
を
防

止
す
る
目
的
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

牡羊座　3/21～4/19
【全体運】追い風が吹き、予定をスムーズに進められます。考え過ぎず動きやすい方を選択するのが正解。金運も良好
【健康運】血行を促進する軽いメニューがお薦め
【幸運を呼ぶ食べ物】タラの芽

牡牛座　4/20～5/20
【全体運】上昇運です。ゆっくりとですが、一つ一つ前進していきます。連絡を小まめに入れると良い気を呼び込めます
【健康運】胃腸を大切に。消化吸収の良いメニューにツキ
【幸運を呼ぶ食べ物】アスパラガス

重機の装置操作の基本を実際に
運転し学びました

（車両系建設機械：実技）

真剣な表情で説明を聞く受講者の皆さん
（車両系建設機械：学科）

　

学
科
で
は
関
係
法
令
や
作
業
に
お
け
る
装
置
の

構
造
、
運
転
に
必
要
な
一
般
知
識
等
を
学
び
、
実

技
で
は
バ
ッ
ク
ホ
ー
や
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
等
の
重

機
を
使
用
し
た
装
置
操
作
を
学
び
ま
し
た
。
参
加

し
た
受
講
者
は
真
剣
な
表
情
で
講
師
の
説
明
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
安
全
意
識
の
向
上
を
図
り
、
農
作
業
事

故
を
未
然
に
防
止
す
る
為
、
各
種
作
業
免
許
の
技

能
講
習
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

豊穣を願い
�春作業が始まりました！
育苗期間

　３月上旬～８月上旬

引渡予定日

　４月下旬～８月上旬

定植面積

　生食用７ha　加工用60ha

稼動期間

　３月５日～３月15日

製造冊数

　11,259冊

相当面積

　約188ha

　ハウス内で１カ月以上

の育苗期間を経て、圃場

に定植されます。

その後、２カ月間の肥培

管理を行い、１玉１㎏以

上のキャベツに育てます。

一口メモ

　４月下旬から開始され

る移植作業に向けて約

45日間ハウス内で育苗

されます。令和３年度の

てん菜は約1,100ha の

作付けを見込んでいます。

一口メモ

《キャベツ》

育苗期間

　３月９日～翌年５月上旬

引渡予定日

　５月上旬～

定植面積

　1.65　ha

　無病株を一年かけてハウ

スで増殖し、それを更に圃

場で増殖したものを秋に府

県へ送ります。府県で定植

されたイチゴ苗は冬期間に

結実し収穫されます。

一口メモ
《イチゴ苗》

稼動期間

　３月８日～３月13日

製造冊数

　5,705冊

相当面積

　約95ha

《てん菜》 下鹿追育苗センター

東中瓜幕育苗センター

ここんん つつげげ 表表紙紙ここんん つつげげ 表表紙紙のの
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「くてくぅ」のラインスタンプ (16種類 )

双子座　5/21～6/21
【全体運】活躍が期待できます。やりたいことや興味のあることを周りに伝えて。協力してくれる人が現れるはず
【健康運】オーバーワークに注意。休息を取って
【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ

蟹座　6/22～7/22
【全体運】気分の優れないときに無理は禁物。ぎりぎりまで待った方がうまくいくことも。後半、耳寄りな話が入ってきそう
【健康運】メンタルケアが大切。ハーブティーが味方に
【幸運を呼ぶ食べ物】レタス

第70回 青年部定期総会
鹿追町農業の更なる発展に

貢献出来る様取組んでいきたい

令和３年度ＪＡ鹿追町青年部役員体制

役　　職　　名 氏　　名 支 部

部 長 植田　憲明 北鹿追

副 部 長 藤田　大和 瓜 幕

〃 郡谷　　望 幌 内

理事 農政営農部長 若原　　慎 幌 内

〃 農政営農部担当 大下　幸希 笹 川

〃 畑作専門委員長 吹上　侑大 中鹿追

〃 畜産専門委員長 津田　悠暉 瓜 幕

〃 組織対策部長 城　　拓也 瓜 幕

〃 組織対策部担当 田中　啓太 通 明

〃 広 報 部 長 加藤　　晟 笹 川

〃 広 報 部 担 当 奥秋　朋成 北鹿追

〃 〃 田中　　伶 笹 川

監 事 上村　優太 然 美

〃 武藤　大介 通 明

（敬称略）

　

２
月
25
日
、
第
70
回
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
青
年
部
定
期

総
会
を
55
名
の
出
席(

議
決
書
面
42
名
を
含
む)

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
田
憲
明
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
Ｊ
Ａ
那
賀
島

専
務
理
事
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
中
鹿
追
支
部
の
吹
上
侑
大
さ
ん
と
瓜

幕
支
部
の
津
田
悠
暉
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議
案
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
令
和
３

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
等
に
つ
い
て
議
案
が
上

程
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
終
了
後
、
旧
役
員
か
ら
は
１
年
間
職
務
を

全
う
出
来
た
事
に
対
す
る
感
謝
と
次
年
度
の
活
動

に
向
け
て
の
期
待
の
言
葉
が
、
新
役
員
か
ら
は
新

年
度
事
業
に
対
す
る
決
意
や
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
部
長
に
再
任
さ
れ
た
植
田
憲
明
さ
ん
は
「
今

年
は
青
年
部
創
立
70
周
年
の
節
目
と
し
て
先
輩
方

が
築
き
上
げ
た
過
去
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
部
員

同
士
で
知
恵
を
出
し
合
い
行
動
し
鹿
追
町
農
業
が

更
に
発
展
出
来
る
よ
う
取
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
抱
負
を
述
べ
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

青
年
部
長
再
任
の
ご
挨
拶植田　憲明

部
員
一
人
ひ
と
り
が
切
磋
琢
磨
し

成
長
し
合
え
る
組
織
を
目
指
し
て　

鹿
追
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「

く
て
く
ぅ
」が

　

ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
に
な
り
ま
し
た
！

　

２
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
70
回
Ｊ

Ａ
鹿
追
町
青
年
部
定
期
総
会
に
お
い
て

昨
年
度
に
引
き
続
き
部
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
組

織
と
地
域
の
農
業
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
責
任
あ
る
役
職
に

任
命
さ
れ
、
改
め
て
気
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
そ
し
て
、
新
た
な
役
員
、

部
員
の
皆
さ
ん
と
互
い
に
協
力
し
合
い

な
が
ら
精
一
杯
努
め
て
参
り
た
い
と
決

意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
世
界
中
が
大
変
な
状
況
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
外
出
規
制
や
商
業
施

設
の
営
業
自
粛
等
に
よ
り
各
国
の
経
済

は
大
打
撃
を
受
け
、
私
た
ち
の
生
活
も

以
前
と
は
一
変
し
ま
し
た
。
農
業
分
野

に
お
い
て
は
外
食
、
業
務
用
向
け
の
消

費
の
減
退
に
よ
り
農
畜
産
物
価
格
が
低

迷
し
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
青
年
部

活
動
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
は
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
殆
ど
の
活
動
を
自
粛
す

る
事
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
互
い
に
助
け
合
い
、
仲
間
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
青
年
部
創
立
70
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
過
去
か
ら
の
青
年
部

活
動
を
振
り
返
り
、
今
自
分
た
ち
に
何

が
出
来
る
の
か
考
え
部
員
同
士
で
知
恵

を
出
し
合
い
行
動
し
鹿
追
町
農
業
の
更

な
る
発
展
に
貢
献
出
来
る
様
取
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
部
員
一
人
ひ

と
り
が
食
を
通
し
て
国
民
の
生
活
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い

う
自
覚
を
持
ち
、
一
農
業
者
と
し
て
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
成
長
し
合
え
る
組
織

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
各
関
係
機
関

の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
、
部
員
そ

し
て
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

今
年
が
天
候
に
恵
ま
れ
、
豊
穣
の
出
来

秋
と
な
る
事
を
祈
念
致
し
ま
し
て
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　ＪＡ鹿追町青年部が制作した鹿追町

イメージキャラクターの「くてくぅ」

がラインスタンプになりました。「お

はよう」「ありがとう」「おつかれさま」

等、16種類のスタンプがあり、販売価

格は120円（50コイン）です。「ＬＩＮ

ＥＳＴＯＲＥ」とＬＩＮＥアプリ内の

スタンプショップで購入出来ますので

ぜひ、お買い求め下さい。

　ＪＡ鹿追町青年部ではこれからも「く

てくぅ」と共に町内はもちろん、町外

のイベントに参加し鹿追産農畜産物の

ＰＲと食育の推進等に取組んで参ります。

祝辞を述べる那賀島専務理事

新年度の抱負を述べる植田部長（左）

議長に選出された中鹿追支部 吹上侑大さん、瓜幕支部 津田悠暉さん (左から )

上記ＱＲコードから購入出来ます。

「https://line.me/S/sticker/14372523」

くてくぅ
－ LINE スタンプ－
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獅子座　7/23～8/22
【全体運】注目を浴びる月。見られているのを意識して積極的にアピールを。好結果が得られます。買い過ぎには気を付けて
【健康運】筋トレなど本格メニューで体力アップを
【幸運を呼ぶ食べ物】ソラマメ

乙女座　8/23～9/22
【全体運】イライラする要素が減り、行動範囲が広がっていきます。「楽しみ」な予定を入れて、生活にめりはりをつけて
【健康運】夜更かしは控えて。早起きしての散策は◎
【幸運を呼ぶ食べ物】ルッコラ

第
72
回 

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
女
性
部 

定
期
総
会

～
新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
、
魅
力
あ
る
活
動
を
～

　

２
月
26
日
、
第
72
回
Ｊ
Ａ
鹿
追

町
女
性
部
定
期
総
会
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
行

っ
た
中
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

髙
野
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
Ｊ

Ａ
木
幡
組
合
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。

　

議
長
に
は
美
蔓
地
区
の
笠
間
光

枝
さ
ん
と
幌
内
地
区
の
馬
場
富
実

さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
令
和
２
年
度

活
動
報
告
・
収
支
決
算
報
告
並
び

に
令
和
３
年
度
活
動

計
画
・
予
算
案
、
規

約
一
部
改
定
、
役
員

改
選
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
ひ

ま
わ
り
の
会
副
会
長

の
馬
野
陽
子
さ
ん
よ

り
活
動
報
告
が
行
わ

れ
、
定
期
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
部
員
の
皆

様
方
に
ご
出
席
を
頂

き
、
定
期
総
会
を
開

令
和
３
年
度
役
員�

（
敬
称
略
）

部

長

新　

田　

順　

子(

瓜　

幕
）

副
部
長

佐　

藤　

由
紀
子(

北
鹿
追
）

副
部
長

笠　

間　

光　

枝
（
美　

蔓
）

監

事

髙　

野　
　
　

恵
（
北
鹿
追
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
長
退
任
の
ご
挨
拶

女
性
部
長
就
任
の
ご
挨
拶

髙野 　恵 新田 順子

　

去
る
２
月
26
日
に
行
わ
れ
た
第
72

回
定
期
総
会
に
て
、
女
性
部
長
を
務

め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
部
役
員
と
い
う
事
で
身
構
え
て

い
た
私
で
す
が
、
監
事
か
ら
関
わ
り

早
５
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
諸
先
輩
方

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
女
性
部
活
動
を

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
協
力
が
必
要
と
い
う
事
が
部
員

　

寒
さ
が
和
ら
ぎ
春
の
訪
れ
が
感
じ

ら
れ
る
こ
の
頃
、
こ
の
度
、
第
72
回

定
期
総
会
に
お
い
て
女
性
部
長
を
退

任
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

就
任
し
た
年
の
２
年
前
に
は
「
平

成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
変
わ
り
、

女
性
部
と
し
て
は
部
員
募
集
の
一
環

と
し
て
未
加
入
者
を
対
象
と
し
た
参

加
費
半
額
補
助
を
実
施
、
ま
た
昨
年

に
は
女
性
部
創
立
70
周
年
記
念
誌
を

（
前
列
左
か
ら
）
議
長
に
選
出
さ
れ
た
幌
内

地
区　

馬
場
富
実
さ
ん
・
美
蔓
地
区　

笠
間

光
枝
さ
ん

（左から）笠間副部長、新田部長、佐藤副部長、髙野監事

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度
は
部

員
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

魅
力
あ
る
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま

す
の
で
部
員
の
皆
様
、
更
に
は
ご

家
族
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

女性部着物レンタルを是非ご利用下さい�

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
留
袖
・
喪
服
を
各
種
取
り
揃

え
、
Ａ
コ
ー
プ
鹿
追
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
、

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

下
さ
い
。

留袖・喪服レンタル料（税込）

留
　
　
袖

着物・帯・
小物セット

着物・帯 帯 の み
草履・バック
セット

草履・バック
どちらか１点

鶴 印 4,000円 3,000円 500円

1,000円 500円花と鶴 6,000円 5,000円 1,500円

松と鶴 8,000円 7,000円 1,500円

喪
　
　
服

着物・帯・小物セット 帯　の　み 小 物 の み

夏 Ｍ

3,500円 800円 500円
夏 Ｌ

冬 Ｍ

冬 Ｌ

の
中
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、

意
識
変
化
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
の
１
月
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
の
影
響
で
４
月

に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

学
校
休
校
・
商
業
施
設
の
休
業
・
イ

ベ
ン
ト
等
の
中
止
が
あ
り
、
乳
製
品

や
小
豆
、
牛
肉
な
ど
の
需
要
が
低
迷

し
、
農
家
も
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
も
不
要
不
急
の
外
出

を
避
け
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
経

験
を
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
い
つ
も
の
日
常
生
活
が
出
来
る
こ

と
の
有
難
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
自
分
達
の
や

皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
無
事
発
刊
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
昨
年
か
ら
続
く

未
だ
収
束
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
で
、
私
達
の
生
活

に
お
い
て
も
学
校
休
校
に
伴
う
給
食

用
牛
乳
の
キ
ャ
ン
セ
ル
、
小
豆
等
の

需
要
低
迷
で
打
撃
を
受
け
た
年
と
な

り
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
も
、
予
定
し
て
い
た

事
が
ほ
ぼ
中
止
・
延
期
と
な
り
、
感

染
防
止
の
た
め
の
三
密
回
避
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
不
要
不
急
の
外

出
・
移
動
・
会
食
の
自
粛
を
求
め
ら

れ
、
今
ま
で
に
な
い
事
に
戸
惑
う
ば

か
り
の
中
、
役
員
・
事
務
局
を
は
じ

め
部
員
の
皆
様
、
各
関
係
機
関
の
皆

り
た
い
事
を
や
れ
る
よ
う
に
、
部
員

皆
様
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
魅

力
あ
る
活
動
を
企
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
・
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
喜
楽
会
と
三
部
が

一
丸
と
な
り
、
食
を
守
り
、
農
業
を

支
え
、
仲
間
を
作
り
、
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
で
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
機
関

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り

一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
こ
の
一
年
が
部
員
皆
様
、
家
族

の
皆
様
が
健
康
で
怪
我
や
事
故
が
な

い
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

様
の
お
か
げ
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

農
業
情
勢
も
厳
し
さ
を
増
す
中
、

ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
て
も
女
性

が
学
び
、
さ
ら
に
は
地
域
・
Ｊ
Ａ
等

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
元
気
に
活
動

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
収
束
が
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
難
し
い
点

も
あ
り
ま
す
が
、
新
田
新
部
長
の
下
、

充
実
し
た
活
動
が
出
来
ま
す
よ
う
部

員
の
皆
様
、
ま
た
ご
家
族
の
皆
様
、

各
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
更
な
る
ご

指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
退
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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天秤座　9/23～10/23
【全体運】忙しくなりそう。行動的なほどツキに恵まれるので、頼まれ事はできるだけ引き受けて。プレゼント運あり
【健康運】楽しみながらできる運動が◎。いろいろ試して
【幸運を呼ぶ食べ物】フキ

蠍座　10/24～11/22
【全体運】慎重さが必要です。楽観視していると足元をすくわれる恐れが。いつもの作業も丁寧に。確認もしっかりと
【健康運】持病の悪化に気を付けて。日頃からケアを
【幸運を呼ぶ食べ物】新タマネギ

鹿
追
町
熟
年
会

第
34
回

定
期
総
会
を
開
催

　

３
月
11
日
、
鹿
追
町
熟
年
会
の
第

34
回
定
期
総
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
書
面

決
議
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
令
和
２
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
令
和
３

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
は
原

案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
一
大
事
業
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
農
園
」
事
業
は
、
昨

年
、
会
員
か
ら
の
紹
介
を
募
り
新
規

顧
客
の
獲
得
に
取
組
ん
だ
結
果
、
こ

こ
数
年
の
減
少
傾
向
か
ら
増
加
の
転

じ
、
令
和
３
年
度
は
更
に
上
回
る
目

標
数
量
8
0
0
箱
（
前
年
7
4
2
箱
）

を
計
画
し
ま
し
た
。

　

研
修
事
業
に
お
い
て
は
、
昨
年
計

画
し
た
す
べ
て
が
中
止
に
な
る
な
ど
、

令
和
３
年
度
は
計
画
し
た
管
内
・
管

外
の
研
修
事
業
が
計
画
通
り
実
施
出

来
る
事
を
願
い
事
業
内
容
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
新
役
員
に
つ
い
て
は

全
役
員
再
任
さ
れ
次
の
通
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

◦
本
部
三
役

会　

長　

國
島　

新
一
（
留
任
）

副
会
長　

三
田
村　

忠
（
留
任
）

　

〃　
　

國
枝　

和
一
（
留
任
）

会　

計　

沼
倉　

信
温
（
留
任
）

◦
事
業
推
進
部
三
役

部　

長　

大
上　

俊
夫
（
留
任
）

副
部
長　

角
所　

春
夫
（
留
任
）

会　

計　

城　
　
　

勲
（
留
任
）

�

（
敬
称
略
）

　

し
か
り
べ
つ
高
原
野
菜
出
荷
組

合
の
令
和
２
年
度
冬
期
研
修
会
を

２
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
昨
年
の
ア
ス
パ

ラ
、
生
食
用
キ
ャ
ベ
ツ
、
加
工
業

務
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
出
荷
実
績
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ス
パ
ラ
は

低
温
・
干
ば
つ
の
影
響
を
受
け
収

量
は
落
込
み
ま
し
た
が
、
加
工
業

務
用
キ
ャ
ベ
ツ
は
過
去
最
高
の
反

収
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
生
産
状
況
を
踏

ま
え
、
令
和
３
年
度
に
向
け
た
肥

培
管
理
に
関
す
る
技
術
講
習
で
は
、

冬期研修会の開催
しかりべつ高原野菜出荷組合

|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

人 事 異 動
令和３年３月１日

〈採用〉
専門職員　購買部整備工場

（整備業務）

津　田　卓　実

〈内部異動者〉
営農部　畜産課主任
（畜産販売業務）

増　地　　　哲

上幌内　菅原　ユキさん
第11代女性部長 (昭和44年～47年 )

軌跡
参加してはじめて
   女性部の良さが実感できる
　このコーナーでは令和元年に女性部、令和３年に青

年部が設立70周年という節目を迎えた事から過去から

の活動を振り返りこれからも鹿追町農業が発展してい

く事を祈念し、歴代青年部・女性部部長の感想を交えな

がら、写真等でわかりやすく紹介していくコーナーです。

　

今
回
は
昭
和
44
年
～
47
年
に

第
11
代
女
性
部
長
を
歴
任
さ
れ

た
上
幌
内
の
菅
原
ユ
キ
さ
ん
に

当
時
の
女
性
部
活
動
の
取
組
み

等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
女
性
部

員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し

た
。

○
女
性
部
活
動
で
は
ど
の
よ
う

な
事
に
取
組
ま
れ
ま
し
た
か
？

　

当
時
の
農
業
情
勢
は
農
畜
産

物
輸
入
自
由
化
（
昭
和
47
年
に

雑
豆
、
で
ん
粉
、
牛
肉
、
精
製

糖
等
の
関
税
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
）
に
反
対
す
る
農
民
大
会
が

各
地
で
開
催
さ
れ
る
中
、
女
性

部
で
は
鹿
追
町
の
厳
し
い
農
業

の
姿
を
正
し
く
認
識
す
る
学
習

が
大
切
と
考
え
、
税
対
策
委
員

長
を
お
招
き
し
農
家
の
生
活
と

税
金
に
つ
い
て
の
講
演
や
組
勘

報
告
書
の
見
方
を
学
ぶ
研
修
等

を
行
い
生
活
文
化
の
向
上
の
為

取
組
み
ま
し
た
。

○
女
性
部
時
代
を
振
り
返
っ
て

思
う
事
は
何
で
す
か
？

　

私
は
女
性
部
長
を
４
年
経
験

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
私
一

人
の
力
で
は
何
も
出
来
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
の

ご
指
導
や
部
員
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
、
そ
し
て
、
農
協
か
ら
の

ご
指
導
・
ご
支
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。
女
性
部

活
動
を
通
し
て
沢
山
の
人
に
出

会
い
、
多
く
の
事
を
学
び
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き

当時のユキさん

料理講習会 (寿司 )に参加する大勢の部員の皆さん (昭和46年2月 )

ユキさん

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。　

○
女
性
部
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
！

　

女
性
部
活
動
は
参
加
し
て
初

め
て
良
さ
を
実
感
出
来
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
一
年
に
一
回

の
総
会
を
は
じ
め
、
学
習
会
や

研
修
旅
行
等
に
参
加
し
て
一
人

ひ
と
り
が
積
極
的
に
提
言
を
出

し
て
女
性
部
を
よ
り
活
発
な
組

織
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

主
に
減
収
要
因
と
な
る
病
害
虫
防
除
や
、
微
量
要
素

欠
乏
症
の
防
止
対
策
に
重
点
を
置
い
た
内
容
を
研
修

し
ま
し
た
。

　

加
工
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
は
近
年
、
カ
ッ
ト
野
菜
等

の
消
費
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も
あ
り
、
十
勝
管
内
で
も

作
付
が
増
加
し
て
お
り
、
令
和
３
年
の
鹿
追
町
の
面

積
も
昨
年
よ
り
約
８
㏊
増
反
の
60

㏊
の
作
付
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

生
食
用
キ
ャ
ベ
ツ
は
７
㏊
、
ア
ス

パ
ラ
は
８
．
１
㏊
の
計
画
で
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
は
年
々
収
穫
面
積
が

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
本
年

は
定
植
後
の
収
穫
開
始
年
が
１
年

早
ま
る
大
苗
定
植
に
取
組
む
事
や
、

ハ
ウ
ス
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら

ハ
ウ
ス
栽
培
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
冬
期
研
修
会
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
感
染
防
止
策
を
講
じ
た

上
で
、
例
年
と
は
形
式
を
変
え
町

内
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

の
生
産
に
向
け
て
、
更
な
る
収
量

ア
ッ
プ
を
目
指
す
た
め
の
意
義
あ

る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
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射手座　11/23～12/21
【全体運】あれこれ課題が出てくるときですが、正面から取り組めばクリアできます。考えを整理整頓して。部屋の片付けも◎
【健康運】注意力が散漫に。切り傷に気を付けて
【幸運を呼ぶ食べ物】ノビル

山羊座　12/22～1/19
【全体運】かみ合っていなかった状態が解消へ。話し合いは焦らずゆっくりと進めて吉。身近な人が味方になってくれます
【健康運】体を柔軟にする運動を多めに取り入れて
【幸運を呼ぶ食べ物】タケノコ

㈲太田農場　代表取締役

太田　幸男さん

農
を

�
未
来
へ

一頭一頭大切に育てる
　　　　という姿勢を大切に

今
回
は
下
鹿
追
地
区
の
㈲
太
田

農
場
で
畜
産
【
肥
育
牛
約
１
，

８
０
０
頭(

う
ち
乳
用
種
１
，

７
０
０
頭
、
交
雑
種
１
０
０
頭

)

】
と
畑
作
約
90
㏊
を
経
営
さ

れ
て
い
る
代
表
取
締
役
の
太
田

幸
男
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

◯
農
業
を
通
し
て
日
々
心
掛
け

て
い
る
事
や
こ
だ
わ
り
は
何

で
す
か
？ 

　

牛
を
飼
育
す
る
上
で
い
つ
も

心
に
留
め
て
い
る
事
は
、
せ
っ

か
く
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た

「
命
」
を
出
荷
の
日
ま
で
一
頭

一
頭
大
切
に
育
て
る
と
い
う
姿

勢
で
す
。
朝
と
晩
の
寒
暖
差
が

13
度
以
上
に
な
る
日
は
牛
が
体

調
を
崩
し
易
い
の
で
、
牛
舎
内

の
温
度
管
理
に
は
充
分
注
意
を

払
い
、
朝
日
が
昇
る
一
番
冷
え

込
む
時
間
帯
は
牛
の
小
さ
な
異

変
に
気
付
き
易
い
の
で
観
察
す

る
様
心
掛
け
て
い
ま
す
。

○
心
に
残
る
出
来
事
は
何
で
す

か
？

　

平
成
13
年
９
月
10
日
に
国
内

で
確
認
さ
れ
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ(

※)

で
す
。

そ
の
日
以
降
、
牛
肉
の

消
費
は
著
し
く
低
迷
し
、

不
安
な
日
々
を
過
ご
し

た
事
を
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
肉
牛
事
業

を
撤
退
し
よ
う
か
と
も

考
え
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ

を
は
じ
め
と
す
る
各
関

係
機
関
が
必
死
に
な
っ

て
国
に
働
き
か
け
て
く

れ
た
事
も
あ
り
、
少
し

ず
つ
明
る
い
兆
し
が
見

え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
消
費
者
に
安

全
・
安
心
な
牛
肉
を
食

べ
て
頂
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
「
鹿
追
生
ま

◯
消
費
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

「
鹿
追
生
ま
れ
、
鹿
追
育
ち
」

の
「
と
か
ち
鹿
追
牛
」
は
赤
身

の
旨
み
だ
け
で
な
く
、
脂
身
の

美
味
し
さ
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
沢
山
食
べ
て
下

さ
い
ね
。

※
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）

　

牛
の
病
気
の
一
つ
で
、
牛
の
脳
の

組
織
が
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
り
、
異
常

行
動
、
運
動
失
調
な
ど
を
示
し
、
死

亡
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

れ
・
鹿
追
育
ち
」
の
町
内
完
結

型
の
生
産
体
系
を
確
立
し
、
平

成
14
年
に
は
エ
ー
コ
ー
プ
近
畿

（
当
時
エ
ー
コ
ー
プ
兵
庫
）
と

牛
肉
の
産
直
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

◯
次
代
を
担
う
農
業
青
年
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

失
敗
を
恐
れ
ず
や
り
た
い
事

に
挑
戦
し
て
沢
山
の
経
験
を
積

ん
で
下
さ
い
。
そ
の
経
験
が
糧

と
な
り
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
き

っ
と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

人
懐
っ
こ
い
牛
に
囲
ま
れ
て

笑
顔
を
見
せ
る
幸
男
さ
ん

ONE TEAM しかおい
～このコーナーでは鹿追町農業を支える関連会社等の仕事内容を紹介致します～

帯広開発建設部　鹿追地域農業開発事業所

　平成21年～30年にかけて、機械の大型化等に対応する為、
圃場の大区画化等の整備を行う、国営農地再編整備事業「中
鹿追地区」を実施し、最大20ｈａを超える圃場が生まれまし
た。

✎

　農地の湛水被害を解消することで、農業経営の安定と地域
農業の振興を図るため、排水路整備を実施しています。
　（写真：令和３年度実施中の地区）

✎

　非常時にも施設の機能を確保する為、防災情報ネットワー
ク事業により、美蔓地区の取水施設の改修及び監視機器の設
置等の工事を実施しています。(令和３年度完成予定 )

✎

　平成27年度完了の美蔓地区により整備された美蔓貯水池。
音更町、鹿追町、清水町、芽室町４町に用水を供給していま
す。令和３年度監視機器の改修を予定しています。

✎

　北海道開発局　帯広開発建設部　鹿追地域農業開発事業所職員
　 （左から） 大島 麻記さん、永松 義弘さん、山保 博基さん、
相原 慎一さん、濱本 航希さん、児玉 正俊さん、池下 貴之さん

✎

　当事業所では、令和２年度まで12地区の基盤整備を担当し、
現在、かんがい排水事業２地区を担当しています。完了地区
の受益面積はこれまで、延べ約２．９万ｈａになります。

✎

　鹿追地域農業開発事業所は、帯広開発建設部管内の十勝平野北西から中部に位置する音更町、士幌町、上士幌町、

鹿追町、足寄町５町で実施されている国営事業を所掌し、十勝平野における農業基盤整備の実施を担っています。

　農家及びＪＡ、鹿追町等の関係機関と連携して基盤整備を進め、令和元年５月に設立50周年を迎える事が出来ました。

　今回は、鹿追地域農業開発事業所で担っている仕事の一部をご紹介致します。

圃場整備の実施
（国営農地再編整備事業 中鹿追地区）

排水路の整備（国営かんがい排水事業）

ペンケニコロ取水施設等の改修
（防災情報ネットワーク事業）

今後とも、事業の早期効果が発現するよう
農業者、各関係機関と連携し整備を進めて参ります。

整備前

上士幌北地区

完成した、取水施設と魚道

整備後

富秋士幌川下流地区

施工中の取水施設

事　　業　　名 地 区 名 工　期

畑地帯総合土地改良パイロット事業 鹿　追 Ｓ43～Ｓ58

草地開発事業 西部十勝 Ｓ53～Ｓ58

直轄明渠排水事業 アネップ Ｓ54～Ｓ62

直轄明渠排水事業 新　栄 Ｓ51～Ｈ１

直轄明渠排水事業 下音更 Ｓ57～Ｈ１

かんがい排水事業 十勝川左岸 Ｓ59～Ｈ７

農地再編整備事業 新　得 Ｈ６～Ｈ12

直轄明渠排水事業 佐　幌 Ｈ２～Ｈ10

かんがい排水事業 美　蔓 Ｈ５～Ｈ27

国造施設整備事業 鹿　追 Ｈ16～Ｈ20

農地再編整備事業 中鹿追 Ｈ21～Ｈ30

かんがい排水事業 士幌西部 Ｈ24～Ｒ２

完了地区計（Ｒ２年度迄） 12地区

かんがい排水事業 上士幌北 Ｈ23～Ｒ３

かんがい排水事業 富秋士幌川下流 Ｈ24～Ｒ４

実施地区計（Ｒ３年度） ２地区
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健康推進企画

農協改革をめぐる情勢について（PartⅡ）

　准組合員の組合事業の利用に関する規制の在り方については、利用状況等を調査し

検討を加え今年４月を目途に結論が出る予定となっています。

　今回は、その農林水産省と中央会の調査結果等について紹介します。

≪農協組合員の事業利用量の調査結果≫～農林水産省調査

　平成31年１月から実施した組合員の事業利用量に関する調査結果では、共済事業と

購買事業については正組合員の事業利用が中心となっている一方、信用事業のうち貸

出しについては、全国的には准組合員の事業利用が正組合員を上回る結果となりました。

≪組合員調査（アンケート）を実施≫～ＪＡグループ中央会

　「ＪＡの自己改革に関する組合員調査」が実施され390万人からの回

答得た結果、９割が「総合事業を継続するべき」、「准組合員の事業の制

限はしない方がよい」、また准組合員からの回答では、96.1％が「ＪＡ

の地域農業の振興や地域づくり活動を応援したい」等、ＪＡへの支持が

高い結果となりました。

≪規制改革実施計画の政府閣議決定（令和２年７月）≫

　「農協の自己改革の中で准組合員の意思をＪＡの経営に反映させる方

策について検討を行い必要に応じて措置を講ずる」と閣議決定されました。

≪農林水産省が示した方向性（令和３年３月）≫

　准組合員の事業利用については、農業者の所得向上を図る農協改革の原点を踏まえ、自己改革

の支障とならないよう「組合員の判断に基づくものとする」と方向性が示されました。

　昨年７月に閣議決定された「准組合員の意思をＪＡの経営に反映させる方策」と、「准組合員

の事業制限の在り方」について、両者とも今年４月以降に検討され結論が出される予定です。

≪ＪＡの役割≫

　もし、准組合員の利用制限がされると自分の意志でＪＡを選んで利用できなくなる事の他、「Ａ

コープやスタンド・整備工場」等、地域の生活基盤を支える事業が縮小され利便性やサービスの

低下を招く事になります。

　これからも、准組合員にＪＡを利用して頂く事で事業ボリュームの増加に繋がり価格交渉が強

化されるだけでなく、効率的な事業運営も可能となり、販売事業や農業者への営農指導により力

が入り農畜産物の生産が拡大します。

その結果、地域の生活基盤を支える事

業の取組みが図られます。事業利用が

巡って地域の利便性やサービス等の発

展にも繋がります。

（次回は准組合員の事業利用の在り方の結論について掲載します）

水瓶座　1/20～2/18
【全体運】運勢は良好。友人との交流が多くのものをもたらしてくれそう。少し先の計画のための下調べも吉と出ます
【健康運】激しい運動や難しいメニューにも挑戦を
【幸運を呼ぶ食べ物】ワラビ

魚座　2/19～3/20
【全体運】ちぐはぐだった状況が解消していきます。積極的なコミュニケーションで心の距離も接近。買い物は後半が吉
【健康運】食事のバランスに気を使って。早寝にツキ
【幸運を呼ぶ食べ物】トマト
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　二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？ ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
お
稲
荷
さ
ん
の
お
使
い
で
す

⑤
小
さ
な
子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
る
こ

と
も

⑦
一
を
聞
い
て
―
―
を
知
る

⑨
ひ
い
て
木
を
切
り
ま
す

⑪
赤
、
白
、
八
丁
と
い
え
ば

⑫
授
業
が
始
ま
る
前
に
鳴
り
ま
す

⑭
４
月
１
日
の
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
に

は
つ
い
て
も
い
い
と
か

⑯
金
太
郎
は
長
じ
て
坂
田
―
―
と
な
り

ま
し
た

⑱
に
っ
こ
り
す
る
と
へ
こ
み
ま
す

⑳
精
製
し
て
ガ
ソ
リ
ン
を
作
り
ま
す

㉑
日
光
市
の
景
勝
地
の
一
つ
、
―
―
の

滝
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
東
京
の
桜
の
名
所
。
西
郷
隆
盛
像
が

あ
り
ま
す

②
ラ
ン
チ
ュ
ウ
や
コ
メ
ッ
ト
は
こ
の
一

種
③
ド
ラ
イ
バ
ー
で
締
め
た
り
外
し
た
り

④
威
力
が
あ
っ
て
速
い
球
の
こ
と

⑥
ム
ジ
ュ
ン
の
ム
が
表
す
物

⑧
矢
を
つ
が
え
ま
す

⑩
ス
マ
ホ
の
検
索
―
―
を
削
除
し
た

⑬
う
ず
ら
豆
は
、
―
―
豆
の
品
種
の
一

つ
で
す

⑮
靴
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑰
1
0
0
0
k
g
は
１
―
―
で
す

⑲
漢
字
で
書
く
と
木
瓜
。
美
し
い
花
が

咲
く
植
物
で
す

　

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
引
取
り
に
な

ら
な
け
れ
ば
無
効
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
お
引
取
り
下
さ
い
。

　

〈
当
選
者
〉�

（
敬
称
略
）

　

正
解
者
148
名（
応
募
総
数
157
名
）の
中

か
ら
抽
選
に
よ
り
次
の
方
々
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
手
数
で
す
が
４
月

末
日
ま
で
に
Ａ
コ
ー
プ
鹿
追
店
サ
ー
ビ

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
受
取
り
下
さ
い
。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

シ ユ ン ミ ン
でした。〈

３
月
の
正
解
〉

〈
応
募
方
法
〉

　

別
紙
の
解
答
用
紙
に
答
え
を
記
入
し
、

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
経
営
課
、
金
融
店
舗
、
Ａ

コ
ー
プ
鹿
追
店
、
ホ
ク
レ
ン
鹿
追
給
油

所
、
瓜
幕
事
業
所
、
東
瓜
幕
事
業
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
応
募
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
投

函
し
て
下
さ
い
。
応
募
の
締
め
切
り
は

４
月
10
日
で
す
の
で
、
以
降
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

　

毎
月
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り

20
名
の
方
に
Ａ
コ
ー
プ
商
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
は
、「
ソ
ラ

チ
旭
川
新
子
焼
き
の
会　

推
奨　

や
き

と
り
の
た
れ
１
８
０
ｇ
」
で
す
。
多
数

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈今月の抽選者は私です〉

泉町４丁目（写真左から）

妹
せのお

尾 朱
あか

莉
り

ちゃん（６歳）、美
み

陽
はる

ちゃん（３歳）

緑
町
１
丁
目　

日　

吉　

虹　

翔

新
町
１
丁
目　

田　

中　
　
　

稔

瓜　
　
　

幕　

相　

馬　
　
　

遥

東
町
４
丁
目　

箱　

崎　

友
理
子

仲
町
４
丁
目　

木　

下　

優　

子

東
町
２
丁
目　

菊　

地　

里　

子

北
町
３
丁
目　

渡　

部　

明　

子

瓜　
　
　

幕　

髙　

柿　

美
智
子

泉
町
１
丁
目　

歌　

代　

利　

保

新
町
１
丁
目　

五
十
嵐　

し
ず
な

美　
　
　

蔓　

馬　

野　

陽　

子

緑
町
２
丁
目　

杉　

本　

淳　

子

東
町
２
丁
目　

木　

村　

博　

子

泉
町
２
丁
目　

藤　

田　

ハ
ル
子

西
町
２
丁
目　

緑　

川　
　
　

隆

泉
町
２
丁
目　

山　

口　
　
　

章

笹　
　
　

川　

藤　

井　

幸　

人

東
町
２
丁
目　

野　

口　

弘　

政

仲
町
４
丁
目　

岡　

本　

敏　

子

上　

幌　

内　

鷲　

山　

喜
徳
郎

〔436回〕




